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お知らせ 

南風たより 〜みなみかぜ たより 〜 

 
新院長 山成英夫（やまなり ひでお）先生  

           就任披露会開催 

年末年始の休診案内 
 12 月 30 日（火）〜1月４日（日）休診といたします。 

この間は、当直医による救急患者さんへの診察のみとなります。お電話で診療可能な症状かどうかご確

認の上、来院をお願いいたします。また、１月２日は当番医となっています。通常より少ないスタッフ

で診療にあたっています。申し訳有りませんが、待ち時間が発生する事もご了承下さい。 

    年内最終診療日：12月 29 日（月）8:30〜18:30 まで受付 

   年始診療開始日： 1月 5 日（月）より 通常通り 

         休日当番医： 平成 27 年１月２日 午前 9:00〜17:00 
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平成 26年 11月 15日（土）宮崎観光ホテルにおいて、本年 10月に就

任された新院長 山成 英夫先生の就任披露会が近隣開業医の先生

方や山成新院長と関係の深い宮崎大学付属病院等の先生方をお招き

して、開催されました。 

午後 5 時頃から、山成新院長が、奥様と入り口でお出迎えをする

中、来賓の皆様や当院職員も集まり始めました。中には、南部病院

で勤務された先生方もお見えになり、久しぶりに会った職員と楽し

く歓談する姿が見受けられました。 

開式の挨拶は、内科 荒木康彦副院長によって行われました。八尋理事長とともに、開院間もない頃から

現在に至るまで、南部病院の内科の柱としてご尽力された荒木副院長の、「新しい南部病院の歴史が始ま

ります。」との言葉で、会は始められました。 

まずは、前院長 八尋克三理事長の挨拶からでした。とにかく断らない、頼まれた事は、誠意を持ってや

り遂げようとする山成新院長の誠実な人柄に、自身が開設し築きあげた南部病院を託そうと考えた事をお

話しされました。八尋理事長は、院長は退き

ますが、まだまだ外来診療は続けますとおっ

しゃっていましたので、これからも頼りにし

たいと思います。 挨拶の後、理事長から、

新院長に花束と記念品のラジオカセットの目

録を贈呈されました。ここで、“なぜ ラジカ

セ？”と思ったのは、私だけではなかったと思

います。続けて、山成新院長からの挨拶が続

き、その理由がわかりました。 

山成新院長は、昨年亡くなった 久本 寛先

生から頂いた古いラジオを愛用されていたそ

うです。それが音が出にくくなり、その代わ

りの品を八尋理事長から頂きたいと考えたそ

うです。これも、また山成先生のお人柄を垣

間見るお話でした。      （次ページへ

続） 
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この後には、先生の出身地 島根にまつわる今年

の話題から始まり、日常を追ったビデオ、写真に

加え職員へのインタビューなどで構成された紹介

ビデオの放映が行われました。このビデオは、真

剣に手術や検査をする姿に加え、ボウリング大会

や忘年会などでのちょっとお茶目な姿など、理事

長の挨拶にあったように、本当に何事も断らない

先生である事が伝わってきました。 

ここで、山成新院長が大好きだという歌、“若

者たち”を参加者全員で歌う事になりました。伴

奏は、ギターを放射線科 吉田医師 ピアノを医

局宮本秘書が行い、参加者皆でステージに上が

り、合唱いたしました。その後、山成新院長と奥

様の二人でもう一度歌っていただきました。たく

さんの皆さんの前でしたが、堂々と歌われていま

した。 

あっという間に時間が過ぎ、閉会の時間となりま

した。最後は 内科 田中雅之医師による万歳三

唱により、来場された皆様と南部病院の今後益々

の発展を祈り閉会となりました。 

院長は、代わりましたが、皆様に親しまれ頼りに

される病院でありたいという病院の方針は、全く

変わりません。新院長を中心にこれからも職員一

同努力したいと思います。 
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編集局から 

山成新院長は、一度お話すると誰もが信頼できるとおわか

りになる本当に誠実な先生だと思います。皆様、今後とも

よろしくお願いいたします。(石川） 

病院代表番号：0985-54-5353 

ホームページアドレス www.nanbuhp.or .jp 南部病院 ” 

で検索して下さい。 
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             （近藤准教授による乾杯） 

テニス部だった学生時代、テニスコートで八尋理

事長と当時の第一外科 香月教授と出会った事か

ら、外科医への道を歩み始めたことや久本先生の

ご指導、南部病院との関わりなど お話されまし

た。私たち職員に対しては、患者さんに誠心誠意

を持って真摯に向き合い、常に向上心を持って自

己研鑽に励んで欲しいというお言葉をいただきま

した。 

乾杯のご発声は、宮崎大学医学部付属病院第一外

科 近藤 千博（かずひろ）准教授にて行われま

した。山成新院長と近藤准教授は、大学の同級生

であり現在も家族ぐるみのおつきあいをされてい

るとの事で、今後益々宮崎大学と協力もスムーズ

にいく事が期待されます。 
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（全員で合唱） 


